
　○案　件　名 ○担当及び関連する部局名

第  21  回　吹　田　市　政　策　会　議　開　催　結　果　に　つ　い　て

日時：平成28(2016)年2月24日（水）13時10分～13時30分

場所：特別会議室（本庁舎高層棟４階）

政策会議構成員11名の出席

（市長、太田副市長、池田副市長、総務部長、行政経営部長、特命統括監、こども部長、環境部長、福
祉保健部長、保健施策担当理事、健康医療担当理事）

【審議事項】
　１　基本目標等の確認について
　　「健やかでこころ豊かに暮らせる健康・医療のまち」を目指すべき将来像として、「健康寿命の延伸」及び「生活
　の質（ＱOL)の向上」を基本目標として設定します。また、①生活習慣病の発症予防と重症化予防、②一人ひとり
　による主体的な健康づくり、③地域社会による積極的な健康づくりの支援を基本方針として計画を推進します。
２　分野の設定について
　　健康増進計画については、①栄養・食生活、②たばこ、③運動・身体活動、④休養・こころの健康、⑤歯と口腔
　の健康、⑥アルコール、⑦健康管理の７つの分野、食育推進計画については、①栄養・食生活、②食を通じた豊
　かな人間形成、③歯と口腔の健康の３つの分野を設定します。両計画のうち、重複する栄養・食生活、歯と口腔
　の健康は、共通分野とし、さらに、歯と口腔の健康の分野については、歯と口腔の健康づくり推進計画として位置
　づけます。
３　ライフステージについて
　　乳幼児期から高齢期までを
　　①妊娠・乳幼児期（～就学前）、②学齢期（小・中・高校生相当）、③成年期（高校卒業相当～39歳）、④壮年期
（40歳～
　64歳）、　⑤高齢期（65歳～）の5つのライフステージに分け、それぞれの取組を推進します。
　
【審議結果】
福祉保健部保健センターより、資料に基づき審議事項の内容について説明があり、その後質疑応答を行った。

質問…ライフステージの区分は一般的な区分か。
答え…吹田独自の区分である。吹田市食育推進計画のライフステージをベースに、今回、吹田市健康増進計画と共
通のものとするに当たり一部変更している。

質問…健康すいた21（第2次）では市民の責任をどう位置付けるのか。
答え…吹田市民のくらしと健康を支える福祉基本条例では、市民の責任を「役割」としており、「責務」とまでは書いて
いない。同条例を踏まえて策定した健康すいた21（第2次）でも同様の位置付けとしており、個人の重点取組一覧（分
野別・ライフステージ別）において、「～します。」という個人を主語とした宣言型の書き方にしている。

質問…今後の進行管理に数値目標が必要ではないか。
答え…各分野ごとに評価指標を設定し、平成26年度の現状値と平成32年度の目標値をあげている。この目標値に向
けて毎年度進捗を確認し、進行管理していきたい。

指示…この取組から、全体の総合評価を行い、コンピテンシーモデルとなる模範的な生活習慣やライフスタイルを分
析することは重要である。また、重点項目でもあるたばこ対策に力を入れている企業を表彰するなど、重層的な取組
みを行うことも必要ではないか。

まとめ…本案件については承認された。手続きを進めることとする。

健康すいた21（第2次）の策定について 福祉保健部　保健センター

　○審議内容と結果
【案件概要】
 　健康すいた２１（第２次）は、健康増進法に基づく吹田市健康増進計画と食育基本法に基づく吹田市食育推進計
画、さらに、吹田市歯と口腔の健康づくり推進条例に基づく吹田市歯と口腔の健康づくり推進計画を一体的に策定し
たものです。
　本市の健康づくり施策を推進するに当たり、健康づくりと食育に関する取組は密接に関連しており、また、歯と口腔
機能の維持向上は、健康寿命の延伸に欠かせないものであることから、３計画を一体的に策定することにより、本市の
健康づくりに関する施策を総合的に推進するものです。

【所管部の考え方】
　１　平均寿命が延びる一方で、身体機能の低下等に関わる生活習慣病の増加や重症化が深刻化していることか
　ら、健康寿命の延伸及び生活の質（ＱOL)の向上が喫緊の課題となっています。また、健康づくりは、市民一人
　ひとりが主体的に取組むものであり、市や関連団体等がそれを支えていくことで、健康づくりを推進します。
２　健康増進計画と食育推進計画をそれぞれ分野に分けることで、重複する分野については、共通分野とし、さら
　に歯と口腔の健康づくり推進計画については、両計画の分野の一つとすることで、健康づくり施策の総合的な推
　進を目指します。
３　健康づくりの課題は年齢によって異なることから、年齢ごとにライフステージを設定し、さらに個人の重点取組を
　示すことで、市民一人ひとりが自主的に健康づくりに取り組んでいくこと推進します。


